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ICM、ローデン、ミニアート、ドラウィングス、マスターボックス、A

モデル、テクモッド、スケールウィング、クリアープロップ、ミクロミ

ル、モデルズビット、ウィングジーキット、ACE、エイビス…。 これは

ウクライナにある模型メーカーです。多分これを読まれるほとんどの方

がご存じでないでしょうけれど。ロシアがウクライナを侵略して、あち

らこちらが派手に破壊され、避難民が大量に国外に脱出し、多分これら

のメーカーも操業停止になっていると想像しています。ヨーロッパは博

物館の文化が発達しているので、趣味で模型を作る人の人口も多く、非

常に細かい部品で構成されてい

るものが少なくありません。写

真はミニアート社のブルドーザ

ー。何しろ精密です。 

 

 と前置きはこのくらいにして

今回の騒動を見て、最初は本当

に避難し、家族と別れ、また再

開し、取り残されたペットたち

の状況などを見て胸が締め付け

られて涙が出る思いでした。し

かししばらくしてやや客観的に連日のニュースに接すると、これは果た

してすべてを信じてよいのだろうかと疑問を持つようになりました。 

 

 私が 2006年の 4月にインドネシアに行き、数カ月間、首都ジャカルタ

で過ごしている間に、比較的近い場所で暴動が発生しました。というの

は不正コピーされた DVDを警察が取り締まって、大量に没収されたとい

うことに端を発するのですが、これが日本では各局ニュースで大々的に

放送されたらしく「そんな危ない場所にいないですぐ帰国しなさい」と

いう連絡が何人かの方からメールで届きました。 

 

 ところが暴動が起こったのはごく一部の地区で、もともと警察は不正

DVDを少しずつ取り締まり、袖の下を要求し、私腹を肥やしていたので

す。それがその時は一斉に手入れが入ったので、売人たちとしては「い

つもと話が違うじゃねえかよ！」ということになり暴動へと発展したの

です。数日後家内の兄弟が「先日の暴動の場所に行ってみるかい?」と聞

くので、どんなことになっているのかと思いましたが、その場所はイン

ドネシアにおける平穏そのもので、ビルの壁の一部が焼け焦げたりして

いましたが、いたって普通の場所で今まで通り不正 DVDが販売されてい

ました。それ以来私はマスコミに対して不信を抱くようになりました。 

 

 そして「絶対に安全」と言われ続けていた原発が東日本大震災で神話

だったことが明確になりました。さらにはアメリカの国際貿易センター

崩壊も自演自作ではないかと陰謀論が流れています。アメリカ、多国籍

軍は 1991年に起こった湾岸戦争で敗走したイラク軍が多くの油田に火を

放ったと伝え、テレビではもうもうと燃え上がる油田と空を遮る黒煙が

映し出されていましたが、後になって、あれは世界にイラクが悪い印象

付けるため、イラクが放火したわけではないということが分かってきま

した。 

 

 プーチン大統領も自国の回りが EUや NATOに囲まれてしまったとした

ら気分は良くないでしょう。ドーベルマンという犬種がありますが、私

たちには「獰猛」というイメージが強いでしょう。ところが実は非常に

憶病な犬種で、その性格が攻撃性に繋がっている部分があるそうです。

うちのブルックスも憶病な性格なので、私も生傷を頂戴しているわけで

す。 

 

 そしてゼレンスキー大統領が日本の国会で演説し、マスコミを通して

ロシアが悪いということを盛んにアピールしています。一方のプーチン

大統領は解説者の憶測の中でしか登場していません。側近が悪いニュー

スは伝えない、真実を隠しているのではないか…などと言われていま

す。私は両大統領を同じ土俵の上で対話させ、日本はそれを客観的に捉

えて判断しないといけないと思うのです。政府は他国と歩調を合わせる

と言っていますが、まず、その歩調が正しいものかどうかを判断しない

と、どんどん世界の対立が険しいものになって行くと思います。日本は

何年も前から世界の紛争地帯に自衛隊を派遣しています。今回の戦争に

関しては「防弾チョッキ、テント、発電機、ヘルメット、ブーツ」など

を提供しています。何と神さまに背き続ける世界だろうかと、そちらの

方が涙の出る思いです。 

 

 できれば、せめてあなたがたはすべての人と平和に暮らしなさい。愛

する人たち、自分で復讐せず、神の怒りに任せなさい。復讐はわたしの

すること、わたしが報復する、と主は言われる。(ローマ 12:18～) 

    (軽井沢に住むルーテル教会員・宇野 仰) 


